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北竜町商業活性化施設

「ＣＯＣＯＷＡ（ココワ）」がオープン！

　４月２１日に町民待望の北竜町商業活性化施設「コ

コワ」がオープンしました。

　当日は、午前９時からオープン式が行われ、(株)

北竜振興公社の佐野豊代表取締役の挨拶の後、来賓

紹介、寄贈品の目録の授与、工事施工業者への感謝

状の贈呈、関係機関代表者によるテープカットで施

設がオープンしました。

　また、施設のオープンを待ちわびた町民も多数来

場され、華やかな中でのオープン式となりました。

　「ココワ」は、スーパーマーケット、コミュニティ

スペース、商工会事務所からなる複合施設で、スー

パーマーケットは、生鮮三品を始めとして豊富な商

品数や種類を取り揃えております。コミュニティス

ペースはイートイン機能を持った町民の憩いの場と

して誰でも自由に利用ができ、農協ＡＴＭや観光案

内所、各種会議や町民交流イベントが開催できる多

目的スペース、和地域支え合いセンターからなって

おります。

　町民皆様のご利用をお待ちしております。

スーパーの営業時間は９：３０～１９：００です。

コミュニティスペース

ＡＴＭコーナー・観光案内所・支え合いセンター

テープカットオープン式

ＣＯＣＯＷＡ見取り図

ＣＯＣＯＷＡ外観
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　３月２７日、デザイナーの梅原真氏と、コーディネ

ーターの鈴木輝隆氏（立正大学特任教授）による北竜

町ＰＲデザインの町民発表会が公民館講堂にて開催さ

れました。

　“「あかるい」という未来を示唆する言葉と「農法」

という「食は生命」につながる言葉をつなぎあわせ、

北竜町の本質、あたらしい未来を表現したい”とのコ

ンセプトからデザインされました。今後さまざまな形

で北竜町のＰＲに活用される予定です。

　北竜町ホームページではカラーでご紹介しています

（http://www.town.hokuryu.hokkaido.jp/news/news-

detail.php?id=164）。

北竜町ＰＲデザイン

町民発表会を開催

　北竜の今昔を学び、郷土愛を深めてもらうことを目

的に真竜小学校で実施された総合学習「北竜町の今と

これから」で児童が書いた作文が、３月２０日、町長

室にて５年生から佐野町長に手渡されました。

　作文には“笑顔があふれる町を作りたい”“みんな

が平和に暮らせる町にしていきたい”など北竜の未来

を願う言葉が綴られ、自分たち一人ひとりが町を作っ

ていくという思いが伝わってくる内容となっていまし

た。

真竜小学校５年生が

総合学習の作文を町長に持参

　平成２９年４月から平成３０年３月まで毎週火曜日、

すこやかセンター・碧水地域支え合いセンターでまる

元運動教室を行い、全４８回、延べ１，３５６人が参

加されました。３月２７日には修了式を行い、全４８

回参加された方１名へ皆勤賞、４６回参加された方１

名に精勤賞が贈られました。

　平成３０年度も引き続き実施しています。ご興味の

ある方は北竜町役場 地域包括支援センター介護予防

係（℡３４－２１１１）までお問い合わせください。

まる元運動教室

修了式を実施
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　入学シーズンを迎えた４月、和保育所で５日に入園

式が、真竜小学校と北竜中学校では６日に入学式が行

われました。

　保育所には１０名が入園、小学校には１１名、中学

校には９名が入学。児童生徒らは校長先生や来賓の

方々から祝辞を頂き、期待を胸にそれぞれ新年度をス

タートさせました。

和保育所入園式

真竜小学校・北竜中学校入学式

和保育所 入園式

真竜小学校 入学式 北竜中学校 入学式

　「全国一斉１分間ペットボトル浮き」ギネス世界記

録に挑戦！が昨年７月２３日１４時からＢ＆Ｇ海洋セ

ンターにおいて、町民２７名の参加にて行われました。

４月１９日北竜町Ｂ＆Ｇ海洋センター指導者会藤信清

彦会長より佐野町長にギネス世界記録達成の報告が行

われました。

　この挑戦は、Ｂ＆Ｇ財団が主催し、日本財団が推進

する「海と日本プロジェクト」の一環として実施され

ました。ペットボトルを２本活用し、目・鼻・口・つ

ま先が１分間常に水面から出た状態で浮いていなけれ

ばならないルールで、全国で８６箇所・２，２２９名

が同日・同時刻にて挑戦し、成功は１８箇所・５３４

名の難関のなか、北海道では北竜町のみが見事達成し

ました。

　参加者は小学生から一般まで幅広い世代にて行われ、

ギネス記録挑戦という貴重な体験ができたことを喜び、

挑戦を終えたときには、歓声をあげ、健闘を称え合い

ました。

「全国一斉１分間ペットボトル

浮き」ギネス世界記録　達成Ｒ
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ようこそ北竜へ
この春から北竜町で

働く事になった方々をご紹介します。

ＪＡきたそらち北竜支所
             わたなべ たくや

営農課主査 渡辺 拓也さん

ＪＡきたそらち北竜支所
               おおた ひさし

金融共済課長 太田 久志さん

ＪＡきたそらち北竜支所
              たかえ まさてる

営農課主事 高栄 政輝さん

真竜小学校
     やどむら さおり 

宿村 朱織 教諭

ＪＡきたそらち北竜支所
               ふるき あきひろ

金融共済課主事 古木 亮裕さん

ＪＡきたそらち北竜支所
             ひらやま さちこ

資材課主事 平山 幸子さん

北竜中学校
     かわさき ひでお

川崎 秀夫 校長

北竜中学校
      はしもと けん 

橋本 憲 教諭

北竜中学校
  いしい 

石井 カンナ 養護教諭

北空知信用金庫北竜支店
       まつだ ももか

松田 桃花さん

北空知信用金庫北竜支店
           たてだ まゆみ

係長　館田 真弓さん

北竜町役場 企画振興課
      てらした のりお

寺下 教夫 さん

北竜町役場 総務課
       あべ 　 くにみ

 阿部 久仁光 さん

北竜町役場 総務課
      ももい ゆうすけ

桃井 佑輔 さん

北竜町役場 総務課
      あらき こうせい

荒木 昂星 さん

北竜町役場 教育委員会
     しみずの   りんき

清水野 梨希 さん

北竜町役場 地域包括支援センター
       たなか のぞみ

 田中 望美 さん

永楽園 介護員
     あんどう のりたけ

安東 則武 さん

サンフラワーパーク北竜温泉
     たかはし とみこ

高橋 都美子 さん

サンフラワーパーク北竜温泉
     いがらし  ゆきこ

五十嵐 有紀子 さん
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議会広報委員会Ｎｏ．３２３

　

３
月
８
日
に
開
会
さ
れ
た
第
１
回
定

例
会
で
は
、
５
名
の
議
員
か
ら
７
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

小
坂
議
員

 

内
部
統
制
に
関
す
る

 

方
針
の
策
定
に
つ
い
て

小
坂
議
員

　

先
の
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

で
、
内
部
統
制
に
関
す
る
方
針
の

策
定
及
び
内
部
統
制
体
制
の
整
備

に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
。
都
道
府

県
知
事
、
政
令
都
市
の
市
長
は
、

こ
れ
に
基
づ
き
必
要
な
体
制
整
備

を
求
め
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
他

の
市
町
村
は
努
力
義
務
と
さ
れ

た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
現
時
点
で

の
理
事
者
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
業
務

の
公
平
、
公
正
な
執
行
や
業
務
の

有
効
性
及
び
効
率
性
を
高
め
る
こ

と
に
よ
り
、
住
民
の
信
頼
を
よ
り

一
層
確
保
す
る
た
め
、
昨
年
の
地

方
自
治
法
の
改
正
で
内
部
統
制
に

関
す
る
方
針
を
定
め
、
こ
れ
に
必

要
な
体
制
整
備
を
行
う
こ
と
が
法

制
化
さ
れ
た
。

　

現
段
階
に
お
い
て
は
、
国
か
ら

地
方
公
共
団
体
の
規
模
や
特
性
に

応
じ
た
モ
デ
ル
等
、
体
制
整
備
に

必
要
な
具
体
的
な
方
策
が
示
さ
れ

て
お
ら
ず
、
改
正
法
の
施
行
は
平

成
32
年
４
月
か
ら
と
な
っ
て
お

り
、
内
部
統
制
の
体
制
整
備
に
つ

い
て
は
、
そ
の
必
要
性
は
十
分
認

識
し
て
い
る
も
の
の
、
小
規
模
な

自
治
体
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
相
当
に
時
間
を
要
す
る
も
の
と

認
識
を
し
て
い
る
。

　

今
後
、
近
隣
市
町
の
取
り
組
み

状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
導
入
に
つ

い
て
判
断
を
し
て
い
き
た
い
。

小
坂
議
員

 Wi-Fi

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

 

の
設
置
に
つ
い
て

山
本
議
員

 

ひ
ま
わ
り
油
再
生
事
業
の

 

現
況
に
つ
い
て

小
坂
議
員

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
接
続
環
境

は
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
一
つ
と
も

い
え
る
。
地
域
住
民
の
利
便
性
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応
な
ど
、

都
市
圏
、
人
気
観
光
地
で
は
当
た

り
前
の
環
境
整
備
は
地
方
に
於
い

て
も
不
可
欠
で
あ
る
。　

　

先
ず
は
、
町
内
、
主
だ
っ
た
地

点
で
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
整
備

を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

佐
野
町
長

　

現
在
、
本
町
の
公
共
施
設
に
お

山
本
議
員

　

ひ
ま
わ
り
油
再
生
事
業
は
、
平

成
28
、
29
年
と
２
カ
年
が
経
過
し

け
るWi-Fi

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

は
、
公
民
館
ロ
ビ
ー
、
ひ
ま
わ
り

観
光
セ
ン
タ
ー
、
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
北
竜
温
泉
に
設
置
さ
れ
て

お
り
、
４
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
商

業
活
性
化
施
設
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ペ
ー
ス
に
も
設
置
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

　

近
年
ひ
ま
わ
り
の
里
へ
の
来
場

者
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
中
で
、

観
光
地
と
し
て
の
最
低
限
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
は
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
の
で
、
今
後
検
討
す
る
。

生
産
か
ら
製
品
化
、
販
売
ま
で
一

連
の
流
れ
が
出
来
た
も
の
と
思
う

が
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
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う
。

①
日
清
オ
イ
リ
オ
と
の
商
品
企
画
、

開
発
、
日
清
グ
ル
ー
プ
の
流
通
販

路
を
使
っ
て
の
販
売
予
定
等
現
在

の
状
況
に
つ
い
て
。

②
ひ
ま
わ
り
の
作
付
で
手
取
り
の

除
草
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
が
、

作
付
拡
大
を
考
え
る
と
除
草
剤
の

使
用
が
必
要
か
と
思
う
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
の
考
え
方
。

③
町
行
政
懇
談
会
で
町
の
特
産
品

と
し
て
油
は
残
し
た
い
と
の
発
言

で
あ
っ
た
が
、
補
助
事
業
が
無
く

な
り
採
算
が
合
わ
な
く
な
れ
ば
、

ひ
ま
わ
り
の
里
の
入
場
料
の
徴
収

を
視
野
に
入
れ
る
発
言
に
対
し
、

具
体
的
な
考
え
方
。

佐
野
町
長

　

ひ
ま
わ
り
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
本
町
が
抱
え
る
諸
問
題
に
つ
い

て
、
ひ
ま
わ
り
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
資
源
を
日
清
グ
ル
ー
プ
等
の

企
業
と
技
術
提
携
に
よ
り
、
新
た

な
る
ひ
ま
わ
り
油
の
商
品
化
を
目

指
す
も
の
で
、
昨
年
第
１
弾
と
し

て
「
燦
燦
ひ
ま
わ
り
油
」
を
発
売

し
、
本
年
２
月
に
は
第
２
弾
と
な

る
「
北
竜
焙
煎
ひ
ま
わ
り
油
」
を

発
売
し
て
い
る
。
販
売
に
あ
た
っ

て
は
温
泉
売
店
で
の
販
売
、
ひ
ま

わ
り
ま
つ
り
で
の
販
売
、
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
、
通
信
販
売
、
道

内
外
イ
ベ
ン
ト
で
の
販
売
を
行
っ

て
い
る
。
日
清
オ
イ
リ
オ
で
は
、

生
協
ト
ド
ッ
ク
で
の
販
売
や
さ
ら

に
道
内
外
ス
ー
パ
ー
、
通
信
販
売

会
社
等
の
商
談
を
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
日
清
オ
イ
リ

オ
で
の
ギ
フ
ト
販
売
は
、
製
造
数

や
単
価
の
問
題
か
ら
実
現
し
て
い

な
い
が
、
今
後
と
も
協
議
し
て
い

く
。
更
に
、
４
月
よ
り
「
ど
さ
ん

こ
プ
ラ
ザ
札
幌
店
」「
砂
川
ハ
イ

ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
館
」
等
で
の
テ

ス
ト
販
売
も
計
画
し
て
い
る
。

　

除
草
剤
の
使
用
に
つ
い
て
、
生

産
者
の
方
に
は
大
変
な
ご
苦
労
を

頂
き
、
除
草
剤
を
使
用
し
な
い
栽

培
を
実
施
し
、
消
費
者
か
ら
高
い

評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
生
産

者
協
議
会
に
お
い
て
今
後
も
除
草

剤
を
使
用
し
な
い
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。

　

昨
年
は
、
作
付
面
積
の
増
加
に

加
え
、
生
産
者
の
努
力
に
よ
り
反

収
も
大
幅
に
増
加
し
、
約
４
，
０

０
０
㎏
の
原
油
が
生
産
さ
れ
た
。

製
品
に
つ
い
て
も
燦
燦
ひ
ま
わ
り

油
、
焙
煎
ひ
ま
わ
り
油
、
美
容
オ

イ
ル
の
販
売
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、

ブ
レ
ン
ド
オ
イ
ル
、
フ
レ
ー
バ
ー

オ
イ
ル
の
開
発
等
も
行
っ
て
い
る
。

２
月
に
販
売
し
た
焙
煎
ひ
ま
わ
り

油
は
、
発
売
10
日
で
約
５
０
０
本

を
売
上
げ
た
。
ま
た
、
美
容
用
オ

イ
ル
を
扱
う
企
業
か
ら
も
高
い
評

価
を
頂
い
て
お
り
、
製
品
化
ま
で

に
も
う
少
し
時
間
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
入
場
料
の
徴

収
に
つ
い
て
は
、
観
光
協
会
等
で

議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
都
度
、

時
期
尚
早
と
い
う
こ
と
で
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
現
在
ひ
ま
わ
り
の

里
の
維
持
管
理
費
だ
け
で
毎
年
３

千
万
円
の
費
用
が
か
か
っ
て
お
り
、

将
来
に
わ
た
っ
て
「
ひ
ま
わ
り
の

町
」
を
存
続
し
て
い
く
た
め
に
は

ひ
ま
わ
り
の
里
の
価
値
を
対
価
で

評
価
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
必
要

と
考
え
て
い
る
が
、
歴
史
の
あ
る

「
ひ
ま
わ
り
の
町
」
は
、
多
く
の

町
民
の
手
で
育
て
て
き
た
だ
け
に
、

町
民
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
た
う

え
で
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

松
永
議
員

　

現
在
、
北
竜
町
の
人
口
は
１
，

９
０
６
名
で
後
期
高
齢
者
で
あ
る

75
歳
以
上
は
２
５
．
７
％
の
４
８

９
名
で
あ
り
、
免
許
証
の
自
主
返

納
を
多
少
な
り
と
も
考
え
て
い
る

人
が
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。
平

成
27
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
「
北
竜

町
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納

サ
ポ
ー
ト
事
業
」
に
よ
り
代
替
交

通
機
関
使
用
の
為
に
５
万
円
の
助

成
金
を
支
給
し
て
お
り
平
成
30
年

度
も
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
、
市

街
地
と
農
村
部
な
ど
居
住
地
に
よ

っ
て
利
用
料
金
が
異
な
り
平
等
性

に
欠
け
る
と
思
う
が
見
解
を
伺
い

た
い
。

佐
野
町
長

　

「
北
竜
町
高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
は
高

齢
者
の
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
防

止
と
外
出
支
援
の
た
め
、
免
許
証

を
自
主
返
納
し
た
方
に
、
３
年
間

利
用
で
き
る
和
ハ
イ
ヤ
ー
の
利
用

券
（
チ
ケ
ッ
ト
）
を
５
万
円
分
交

付
し
て
い
る
。
平
成
27
年
度
に
は

15
名
、
28
年
度
は
８
名
、
今
年
度

は
現
在
ま
で
12
名
の
合
計
35
名

が
こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い

る
。
居
住
地
に
よ
っ
て
利
用
料
金

が
異
な
り
平
等
性
に
欠
け
る
と
の

ご
指
摘
で
あ
る
が
、
利
用
者
は
町

内
外
問
わ
ず
利
用
出
来
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
一
律
の
金
額
で
交
付

し
て
い
く
。
ま
た
、
町
内
の
移
動

に
は
「
地
域
公
共
交
通
」
が
あ
り
、

自
宅
か
ら
各
公
共
施
設
、
コ
コ
ワ
、

農
協
、
温
泉
等
12
か
所
に
一
律
２

０
０
円
で
利
用
で
き
る
制
度
も
あ

る
の
で
ご
活
用
頂
き
た
い
。

松
永
議
員

　

ハ
イ
ヤ
ー
利
用
に
つ
い
て
は
町

外
（
深
川
や
滝
川
）
へ
の
通
院
の

際
、
居
住
地
に
よ
っ
て
利
用
料
金

に
差
が
生
じ
る
と
思
う
の
で
、
金

額
に
つ
い
て
は
行
政
で
再
度
考
え

て
欲
し
い
と
思
う
。
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
の
為
に
は
い
い
制
度

松
永
議
員

 

高
齢
者
運
転
免
許
証

 

自
主
返
納
に
つ
い
て
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松
永
議
員

　

先
日
、
新
設
さ
れ
る
保
育
所
の

プ
レ
ゼ
ン
に
参
加
し
た
が
、
そ
の

場
面
で
質
問
は
出
来
な
い
と
の
事

だ
っ
た
の
で
、
疑
問
に
思
っ
た
２

点
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

　

１
点
目
、
保
育
所
の
模
型
を
見

た
が
木
造
平
屋
根
の
作
り
で
本
当

に
除
雪
は
必
要
な
い
の
か
。
２
点

目
、
建
設
費
４
億
円
と
の
事
だ
が
、

果
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
利
益
が
当

町
に
生
ま
れ
る
の
か
確
認
す
る
。

佐
野
町
長　

　

保
育
所
の
屋
根
雪
に
つ
い
て
は
、

無
落
雪
の
設
計
で
１
ｍ
60
㎝
の
積

雪
荷
重
に
耐
え
ら
れ
る
構
造
と
な

っ
て
お
り
、
例
年
の
北
竜
町
の
積

雪
量
で
あ
れ
ば
問
題
な
い
が
、
大

雪
の
場
合
は
除
雪
や
、
雪
庇
落
と

し
等
も
必
要
と
な
る
と
思
う
。
建

設
費
に
つ
い
て
は
、
面
積
８
０
０

㎡
で
㎡
単
価
50
万
円
を
要
し
約
４

億
円
と
な
る
予
定
で
あ
る
が
、
人

口
減
少
の
中
、
明
る
く
活
気
あ
る

町
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
く
上
で
、

世
界
的
建
築
家
隈
研
吾
氏
が
設
計

す
る
新
保
育
所
は
本
町
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
な
る
と
思
う
。
ま
た
、

園
児
が
快
適
に
過
ご
せ
、
郷
土
愛

に
満
ち
た
、
将
来
の
北
竜
町
を
担

う
児
童
施
設
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
そ
し
て
町
外
か
ら
も

注
目
を
浴
び
、
本
町
の
知
名
度
も

高
ま
っ
て
い
く
と
確
信
し
て
い
る
。

松
永
議
員

　

パ
ル
ム
（
農
産
物
加
工
実
習
セ

ン
タ
ー
）
も
当
初
視
察
の
際
、
無

落
雪
と
説
明
を
受
け
た
が
、
実
際

は
産
業
課
の
職
員
総
出
で
雪
下
ろ

し
作
業
を
し
て
い
る
。
本
町
の
よ

う
な
豪
雪
地
域
に
あ
っ
て
、
年
頭

か
ら
大
雪
の
時
は
除
雪
の
委
託
を

考
え
る
よ
う
な
建
物
は
不
合
理
だ

と
思
う
。
ま
た
、
建
設
費
と
町
の

利
益
に
つ
い
て
は
、
町
長
の
答
弁

が
妥
当
だ
と
思
う
が
、
そ
の
子
供

達
が
将
来
本
町
に
住
み
た
く
て
も

働
く
場
所
が
な
い
の
が
現
状
で
あ

り
、
今
後
、
行
政
と
し
て
も
雇
用

創
出
に
向
け
た
検
討
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
と
思
う
。

佐
野
町
長

　

平
成
31
年
度
か
ら
の
総
合
計
画

に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、

全
中
学
生
の
66
％
が
北
竜
町
に
戻

っ
て
き
た
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

将
来
、
本
町
を
離
れ
て
い
っ
た
子

供
達
が
戻
っ
て
こ
れ
る
よ
う
に
、

一
生
懸
命
、
明
る
く
元
気
な
町
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

藤
井
議
員

　

今
回
、
定
住
促
進
奨
励
金
等
の

交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
よ
り
中
古
住
宅
取

得
奨
励
金
事
業
、
中
古
住
宅
改
修

奨
励
事
業
に
お
い
て
助
成
金
が
あ

げ
ら
れ
、
北
竜
町
内
外
の
人
に
北

竜
で
の
定
住
促
進
が
推
進
さ
れ
る

こ
と
は
、
大
変
に
良
い
と
思
う
。

　

さ
て
、
地
方
創
生
、
北
竜
町
ま

だ
と
思
う
が
、
返
納
後
利
用
す
る

で
あ
ろ
う
「
北
竜
町
地
域
公
共
交

通
」
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
願
い

た
い
。

佐
野
町
長

　

こ
の
制
度
は
、
高
齢
者
の
免
許

証
自
主
返
納
を
促
進
さ
せ
る
と
と

も
に
、
町
内
唯
一
の
ハ
イ
ヤ
ー
会

社
の
維
持
、
存
続
に
よ
る
商
工
振

興
も
兼
ね
て
い
る
。
当
初
は
町
内

で
の
利
用
を
前
提
と
し
て
い
た
が
、

返
納
者
の
希
望
に
よ
り
町
外
で
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
今
後

も
町
内
外
で
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

南
波
企
画
振
興
課
長

　

「
北
竜
町
地
域
公
共
交
通
」
利

用
に
は
登
録
が
必
要
。
登
録
後
は

事
前
に
予
約
し
自
宅
か
ら
12
か
所

の
施
設
へ
行
け
る
。
帰
り
も
予
約

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
先
の
施

設
か
ら
自
宅
ま
で
帰
る
こ
と
が
で

き
る
。
１
回
２
０
０
円
、
中
学
生

以
下
１
０
０
円
、
障
害
者
や
要
介

護
認
定
者
は
利
用
運
賃
が
半
額
に

な
る
。
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
認
知
度

は
ま
だ
ま
だ
低
く
、
よ
り
一
層
の

普
及
に
努
め
た
い
。

松
永
議
員

　

町
内
利
用
で
あ
れ
ば
問
題
な
い

と
思
う
が
、
岩
見
沢
市
の
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
例
も
あ
る
の
で
今
後
検

討
願
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

岩
見
沢
市
は
栗
沢
町
、
北
村
と

合
併
し
、
地
域
性
が
違
う
。
私
は
、

本
制
度
に
不
公
平
感
は
持
っ
て
い

な
い
の
で
こ
の
ま
ま
の
内
容
で
継

続
し
た
い
。

松
永
議
員

　

今
後
、
町
民
や
高
齢
者
の
た
め
、

注
視
し
て
い
き
た
い
。

松
永
議
員

 

保
育
所
建
設
に
つ
い
て

藤
井
議
員

 

定
住
促
進
に
つ
い
て
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ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
で
、
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
町
の
将

来
像
を
考
え
る
時
、
人
口
が
重
要

と
思
う
が
、
色
々
な
定
住
促
進
計

画
が
検
討
さ
れ
る
中
、
近
年
で
は

年
間
ど
れ
く
ら
い
の
、
人
口
増
の

計
画
を
目
標
と
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　

ま
た
、
今
後
定
住
促
進
計
画
に

お
い
て
、
検
討
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
も
の
。

　

更
に
、
現
在
北
竜
町
に
定
住
を

希
望
し
て
い
る
方
や
、
も
し
く
は

町
営
住
宅
等
の
空
き
待
ち
な
ど
を

さ
れ
て
い
る
方
は
い
る
の
か
、
伺

う
。

佐
野
町
長

　

本
町
の
定
住
促
進
策
は
、
こ
れ

ま
で
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
、
住
宅
、

農
業
、
商
業
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
各
種
支
援
制
度
を
設
け
て
き
た
。

　

こ
こ
６
年
間
の
出
生
率
は
年
平

均
１
１
．
７
人
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
26
年
と
平
成
29
年
の
比
較
で

「
０
歳
～
４
歳
の
乳
幼
児
数
が
増

え
て
い
る
自
治
体
」
道
内
25
市
町

村
の
１
つ
に
も
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

３
月
１
日
現
在
の
人
口
は
１
，

９
０
１
人
で
平
成
27
年
度
に
策
定

し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
平
成
32

年
に
１
，
９
５
５
人
で
あ
り
、
減

少
の
ペ
ー
ス
が
幾
分
早
く
進
ん
で

お
り
、
死
亡
に
よ
る
自
然
減
の
増

加
に
加
え
、
限
ら
れ
た
職
場
や
住

宅
事
情
等
か
ら
、
今
回
支
援
の
対

象
を
中
古
住
宅
取
得
や
そ
れ
に
伴

う
改
修
、
引
越
費
用
、
通
勤
費
用

に
も
広
げ
、
こ
れ
以
上
の
人
口
流

失
の
防
止
と
移
住
者
の
増
加
を
目

指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
後
検

討
し
て
い
る
定
住
促
進
と
し
て
は
、

①
分
譲
地
造
成
、
公
営
住
宅
整
備
、

民
間
賃
貸
住
宅
誘
致
等
の
住
環
境

の
整
備

②
中
古
住
宅
活
用
に
よ
る
お
試
し

移
住
促
進
の
推
進

③
子
育
て
世
代
向
け
支
援
の
充
実

な
ど
に
つ
い
て
で
、
次
年
度
よ
り

計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、

平
成
31
年
度
か
ら
の
次
期
総
合
計

画
に
盛
り
込
み
、「
住
み
た
い
町
、

住
め
る
街
」
づ
く
り
を
目
指
し
て

参
る
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
現
在

把
握
し
て
い
る
公
営
住
宅
へ
の
入

居
希
望
者
は
、
単
身
向
け
、
老
人

向
け
住
宅
で
３
世
帯
の
空
き
待
ち

の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

藤
井
議
員

　

年
間
の
目
標
数
値
、
出
生
・
死

亡
等
を
除
い
た
も
の
で
、
人
口
増

加
目
標
は
計
画
し
て
い
な
い
と
云

う
こ
と
だ
が
、
私
は
目
標
を
持
っ

て
対
応
す
る
こ
と
は
必
要
と
考
え

る
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
策
定

し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
地
方
創
生

協
議
会
で
使
わ
れ
た
数
値
で
平
成

32
年
に
１
，
９
５
５
人
、
平
成
72

年
に
は
１
，
０
４
４
人
と
予
想
し

て
い
る
わ
け
だ
が
、
平
成
26
年
の

先
の
資
料
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は

平
成
32
年
に
１
，
８
９
４
人
、
平

成
72
年
に
は
５
３
６
人
、
42
年
後

の
人
口
が
か
な
り
変
わ
っ
て
い
る
。

穏
や
か
な
人
口
減
少
で
考
え
て
い

る
な
ら
、
実
際
は
平
成
26
年
度
策

定
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
が
近
い
よ
う
な

の
で
、
も
っ
と
、
力
の
入
れ
た
計

画
が
必
要
と
考
え
る
が
、
理
事
者

の
考
え
を
伺
う
。

　

ま
た
、
現
在
待
機
さ
れ
て
い
る

３
世
帯
の
方
の
入
居
見
込
み
に
つ

い
て
も
伺
う
。

　

更
に
、
こ
の
10
年
間
に
お
い
て
、

北
竜
町
へ
の
移
住
を
希
望
さ
れ
た

が
、
住
宅
事
情
に
よ
っ
て
、
結
果

的
に
定
住
で
き
な
か
っ
た
人
を
把

握
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
伺
う
。

佐
野
町
長

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
他
町
村
で
も

予
想
よ
り
か
な
り
減
少
が
進
ん
で

い
る
。
少
し
で
も
食
い
止
め
る
よ

う
に
施
策
を
考
え
て
い
る
。
秩
父

別
町
で
は
27
人
の
人
口
が
増
え
、

沼
田
町
で
は
転
入
者
が
増
え
た
と

い
う
事
で
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感

じ
て
い
る
。
急
激
な
減
少
と
な
ら

な
い
よ
う
に
職
員
一
緒
に
な
っ
て

努
力
し
て
い
く
。
ま
た
、
商
工
会

の
立
場
か
ら
も
人
口
減
少
対
策
に

つ
い
て
、
力
強
い
ア
ド
バ
イ
ス
と

ご
支
援
を
お
願
し
た
い
。

大
矢
建
設
課
長

　

現
在
、
単
身
住
宅
１
件
、
老
人

向
け
住
宅
２
件
の
申
込
み
が
あ
る
。

空
き
が
な
く
転
出
さ
れ
た
方
、
転

入
で
き
な
か
っ
た
方
の
数
は
把
握

し
て
い
な
い
。

佐
野
町
長

　

住
宅
建
築
に
つ
い
て
は
毎
年
、

整
備
し
て
お
り
、
民
間
ア
パ
ー
ト

に
つ
い
て
も
、
平
成
26
年
に
６
戸
、

平
成
29
年
に
２
戸
建
築
し
て
い
る
。

ま
た
、
中
古
住
宅
を
改
修
し
て
、

お
試
し
住
宅
も
計
画
し
て
い
る
。

藤
井
議
員

　

中
古
住
宅
改
修
、
お
試
し
住
宅

の
推
進
と
い
う
事
で
、
深
川
市
で

は
そ
の
ま
ま
、
住
む
こ
と
も
可
能

な
も
の
も
有
る
よ
う
で
、
当
町
に

つ
い
て
も
検
討
願
い
た
い
。

　

先
程
、
町
長
の
発
言
に
も
あ
っ

た
が
、
隣
町
で
は
人
口
が
増
加
し

た
と
い
う
事
で
、
過
疎
化
の
進
む

農
村
地
域
に
お
い
て
も
、
ま
だ
、

や
り
方
に
よ
っ
て
は
対
応
で
き
る

と
い
う
と
事
が
実
証
さ
れ
た
。
以

前
に
定
住
促
進
、
人
口
増
加
計
画

は
専
門
委
員
会
や
専
属
部
署
が
必

要
で
は
な
い
か
と
伺
っ
た
が
、
再

度
、
理
事
者
の
考
え
を
伺
う
。

佐
野
町
長

　

今
日
の
新
聞
に
沼
田
町
議
会
で
、

町
と
商
工
会
で
設
置
と
い
う
こ
と

が
出
て
い
た
の
で
、
他
の
町
の
設

置
状
況
も
勘
案
し
な
が
ら
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。
人
口
が
減
る
と

町
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
の
で
、

最
重
点
施
策
と
し
て
、
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。



10

佐
光
議
員

　

今
回
の
ひ
ま
わ
り
油
は
、
国
の

地
方
創
生
事
業
交
付
金
と
大
手
企

業
日
清
と
の
連
携
に
よ
り
オ
リ
ー

ブ
油
を
、
上
回
る
成
分
を
誇
る
油

が
誕
生
し
た
。

　

ま
さ
に
本
町
の
特
産
品
に
ふ
さ

わ
し
い
製
品
だ
け
に
大
変
期
待
し

て
お
り
、
今
後
の
展
開
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

①
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
大
き

な
狙
い
は
、
町
に
ふ
さ
わ
し
い
特

産
品
開
発
に
あ
る
が
、
や
は
り
人

口
減
少
の
中
で
、
企
業
誘
致
も
厳

し
い
だ
け
に
、
せ
め
て
名
寄
程
度

の
施
設
が
出
来
な
い
か
、
併
せ
て

名
寄
市
と
の
関
係
が
上
手
く
い
く

の
か
。

②
ひ
ま
わ
り
作
付
の
拡
大
と
６
次

化
に
よ
り
農
業
所
得
の
向
上
に
つ

な
が
る
方
策
。

③
販
路
拡
大
、
宣
伝
等
に
つ
い
て

は
、
先
程
の
同
僚
議
員
か
ら
の
質

問
の
回
答
で
了
解
し
ま
す
。

佐
野
町
長

　

平
成
29
年
産
ひ
ま
わ
り
油
は
、

１
５
，
０
０
０
㎏
の
原
料
の
収
穫

が
あ
り
、
４
，
０
０
０
㎏
の
原
油

が
搾
油
さ
れ
、
そ
れ
を
名
寄
市
給

食
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
、
原
料
１

㎏
当
た
り
約
３
５
０
円
の
委
託
料

で
行
っ
て
い
る
。

　

搾
油
施
設
整
備
に
は
約
１
億
円

程
度
の
事
業
費
が
必
要
と
さ
れ
、

年
間
の
維
持
費
や
搾
油
技
術
の
構

築
等
を
考
え
る
と
、
施
設
整
備
は
、

慎
重
を
期
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

一
方
、
充
填
施
設
は
比
較
的
安
価

に
整
備
が
可
能
ゆ
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

２
点
目
の
件
は
、
現
状
の
肥
培

管
理
、
収
穫
、
乾
燥
施
設
の
状
況

か
ら
、
こ
れ
以
上
の
面
積
拡
大
に

は
、
生
産
者
の
理
解
と
販
路
の
拡

大
が
必
要
と
な
る
が
、
栽
培
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
販
売
活
動

を
積
極
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
目

標
作
付
面
積
の
24　

を
目
指
し
、

面
積
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

３
点
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先

の
質
問
議
員
の
答
弁
で
ご
理
解
頂

き
た
い
。

佐
光
議
員

　

当
ひ
ま
わ
り
油
の
成
分
は
、
オ

リ
ー
ブ
油
を
上
回
る
デ
ー
タ
が
出

て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
の
チ
レ
ン
ト

と
い
う
農
村
は
長
寿
世
界
一
と
ま

で
言
わ
れ
て
お
り
、
ど
ん
な
料
理

に
も
使
う
の
が
オ
リ
ー
ブ
油
だ
そ

う
で
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

減
少
さ
せ
、
更
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
・
認
知
症
予
防
に
も
効
果
が
あ

る
と
調
査
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
最
大
の
長
所
を
生

か
し
美
容
・
健
康
油
と
し
て
Ｐ
Ｒ

を
図
る
と
共
に
、
町
民
の
健
康
油

と
し
て
愛
用
し
日
本
一
の
健
康
な

町
を
目
指
し
て
欲
し
い
。

ha

佐
光
議
員

 

ニ
ュ
ー「
燦
燦
ひ
ま
わ
り
油
」の

 

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

３
月
の
新
聞
紙
上
に
「
地
方
議

員
の
兼
業
緩
和
も
」
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
に
、「
な
り
手
確
保
に
２
案
提

示
」
と
あ
っ
た
。
こ
れ
は
総
務
省

の
有
識
者
会
議
が
、
主
に
小
規
模

な
市
町
村
が
現
行
の
地
方
議
会
制

度
に
加
え
、
新
た
に
二
つ
の
仕
組

み
を
選
べ
る
よ
う
に
す
る
報
告
書

を
総
務
相
に
提
出
し
た
、
と
報
じ

た
も
の
だ
。

　

二
つ
と
は
、
議
員
の
兼
業
・
兼

職
制
度
を
緩
和
し
、「
多
数
参
画

型
」
と
、
少
数
の
専
業
的
議
員
で

構
成
し
重
要
議
案
の
審
議
で
住
民

参
加
を
認
め
る
「
集
中
専
門
型
」

と
あ
る
。
狙
い
は
議
会
を
多
様
化

さ
せ
、
議
員
の
な
り
手
を
確
保
と

あ
る
。（
別
表
参
照
）

　

地
方
議
会
に
関
す
る
報
道
は
、

な
り
手
を
含
め
、
色
々
な
課
題
が

報
道
さ
れ
て
い
る
。
打
開
策
、
解

決
策
を
導
く
に
は
、
基
本
は
当
事

者
、
或
い
は
地
方
で
あ
れ
ば
地
方

が
自
ら
議
論
、
そ
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
思
う
。
ま

た
、
今
は
経
過
期
に
す
ぎ
ず
議
論

の
沸
き
上
が
り
を
待
つ
時
期
だ
と

も
思
う
。

　

国
は
、
地
方
が
心
配
な
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
分
権
社
会
と
言
わ

れ
暫
し
経
つ
。
現
行
と
こ
の
二
つ
、

い
ず
れ
か
選
択
は
出
来
る
が
、
政

府
は
、
早
け
れ
ば
来
年
に
も
法
改

正
を
目
指
す
と
か
。

　

報
告
書
と
こ
の
議
論
、
本
末
転

倒
で
は
。
あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

る
だ
ろ
う
か
。　
　

（
小
坂
一
行
）

多数参画型 集中専門型

定数 多数。
選挙区細かく

少数

活動 非専業的 専業的

報酬 副収入的な水準 生活給を保障

議会運営 夜間・休日中心
本会議のみ、
平日昼中心

兼業 議員関連企業の請負は
禁止する制限を緩和

現行通り禁止

兼職 他自治体職員も
兼職可能

立候補で退職した
公務員に復職制度

住民参加 － 議会参画員を創設
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　北竜町から補助金などの財政的援助を受け公益の為の事業を行っている団体に対し出納その他事業

活動が適正に行われているか、また補助金等が適正に交付されているかを確認するため２月下旬に監

査を実施いたしました。

　財政援助団体は３５の団体が受けておりましたが事前の調査資料により、次の４団体を抽出し平成

２８、２９年度の２ヵ年分を監査いたしました。

　監査実施団体　①北竜町農業振興協議会負担金　②北竜町農業再生協議会補助金　③碧水地域支え

合いセンター活動助成金　④北竜町学校教育振興会補助金

　監査は４団体の各事業について補助金等が適正に交付されているか、帳簿、伝票及び証票などにより

補助金等にかかる事務処理が適正か、又予定されていた事業計画が適切に執行されているか検証しつつ、

職員から事情聴取を行い監査いたしました。

　監査結果において軽易な指導や改善事項などが確認されましたが会計事務及び事業計画はその他財

政援助の目的に沿って処理されている事を認めました。

　補助金の交付事務手続きについては規則から外れる部分が見られましたので是正をもとめました。

　今回の監査結果を踏まえ事務処理の適正化に努められます事を期待すると共に、それぞれの団体の

なお一層の活動を願うものであります。

　なお、財政援助団体等の監査結果報告書につきましては役場２階、議会事務局（兼監査事務局）に

おいて閲覧することが出来ます。いつでもお越しください。

北竜町監査委員　長谷川 秀幸

　　　同　　　  小坂　 一行

監査委員からのお知らせ

※１１：３０～１２：３０は昼休み（窓口閉鎖）とさせていいただきます。

※ＡＴＭコーナーの営業時間帯につきましては、変更ございません。

※上記昼休み時間帯につきましては、近郊店舗をご利用ください。

　妹背牛支店：雨竜郡妹背牛町字妹背牛３８２番地の８（℡３２－２４０１）

問い合わせ先：北空知信用金庫北竜支店　℡３４－２５４０

平　　日　 ９：００   ～  １５：００

午前の部　 ９：００　～  １１：３０

午後の部　１２：３０  ～  １５：００
変更後

変更前

北空知信用金庫北竜支店
窓口営業時間変更のお知らせ
平成３０年５月７日（月）より営業時間が変更となります。
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今
月
の
行
政
相
談

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
又
は
要
望
や
意
見
な
ど

を
受
付
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
口
頭
、
電
話
、

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
付

て
い
ま
す
。

今
月
の
定
例
相
談
日

　

５
月
15
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

　

長
谷
川 

秀
幸

　

℡
３
４
・
２
６
１
１

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

5/3
（木）

深川市立病院
℡ 22-1101

さとう歯科医院
℡ 0125-53-3710

5/4
（金）

深川市立病院
℡ 22-1101

北竜町立歯科診療所
℡ 34-2656

5/5
（土）

深川市立病院
℡ 22-1101

中神歯科医院
℡ 35-2456

5/6
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

とくだ歯科医院
℡ 0125-75-2056

5/13
（日）

深川市立病院
(担当医・代田 剛）

℡ 22-1101

杉村歯科医院
℡ 22-2323

5/20
（日）

深川市立病院
(担当医・みきた整形外科クリック
 　　　　　　 　　院長 三木田 光）

℡ 22-1101

北竜町立歯科診療所
℡ 34-2656

5/27
（日）

深川市立病院
(担当医・児島医院 院長 児島 俊一）

℡ 22-1101

伊東歯科医院
℡ 23-5501

休　日　当　番　医

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、

　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

ちびっこひろば
　○日  時　５月23日（水）10:00～11:30

　　場  所　和保育所

　　内  容　和保育所自由開放

　○日  時　５月30日（水）10:00～11:30

　　場  所　和保育所内　支援センター室

　　内  容　講話「生活リズム・

　　　　　　トイレットトレーニング」

ピカピカキッズ
　○日  時　５月11日（金）10:00～11:30

　　場  所　和保育所 

　　内  容　キッズエアロビクス

北竜町地域子育て支援センター
℡ ３４ー３６７７

心
配
ご
と
相
談

　

民
生
委
員
児
童
委
員
・
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
次

の
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

６
月
１
日(
金)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

担
当
者

　

民
生
委
員
児
童
委
員

　
　

辻
委
員
・
杉
本
委
員

　

人
権
擁
護
委
員

　
　

板
垣
委
員
・
澤
田
委
員
・

　
　

瀬
戸
委
員

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

深
川
保
健
所
で
は
、
こ
こ
ろ
の

健
康
に
つ
い
て
専
門
の
医
師
に
よ

る
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

予
約
が
必
要
と
な
り
、
相
談
日
の

３
日
前
午
前
中
ま
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容

　

こ
こ
ろ
の
相
談
、
思
春
期
相
談

相
談
日

■
平
成
30
年

５
月
17
日(

木)

、
６
月
15
日(

金)

、

８
月
23
日(

木)

、
９
月
21
日(

金)

、

11
月
15
日(

木)

、
12
月
21
日(

金)

■
平
成
31
年

２
月
21
日(

木)

、
３
月
15
日(

金)

相
談
時
間

　

５
、
８
、
11
、
２
月
は

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
16
時

　

６
、
９
、
12
、
３
月
は

　
　
　
　

午
後
２
時
～
16
時
30
分

場
所　

深
川
保
健
所

問
い
合
わ
せ
先

　

深
川
保
健
所

　

健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

　

℡
２
２
・
１
４
２
１
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５月の保健行事

すこやかセンター親子自由開放

 10日(木)

　10:00～16:00

　すこやかセンター

健康相談

 23日(水)

　10:00～11:00

　すこやかセンター

　13:30～14:30

　碧水地域支え合いセンター

ひ
ま
わ
り
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

年
会
費
受
付

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
季
節
が
到
来

し
ま
し
た
。
シ
ー
ズ
ン
中
に
プ
レ

ー
を
た
く
さ
ん
楽
し
む
方
に
は
、

お
得
な
年
会
員
登
録
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

お
申
込
み
受
付
は
、
ひ
ま
わ
り

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
管
理
棟(

℡

３
４
・
３
６
０
０)

で
行
っ
て
お
り

ま
す
。尚
、証
明
写
真
は
不
要
で
す
。

■
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
使
用
料
金

　

(

中
学
生
以
下
は
す
べ
て
半
額)

　

年
会
員
券　

１
２
，
０
０
０
円

　

大
人
１
日
券　
　
　

４
０
０
円

　

用
具
貸
出
料(

１
セ
ッ
ト)　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
円

自
動
車
税
は
５
月
31
日
が

納
期
限
で
す

　

自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の

登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
、
納

税
通
知
書
が
５
月
７
日
に
発
送
さ

れ
ま
す
。
使
用
し
な
い
自
動
車
は

登
録
を
抹
消
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
手
続
き

が
必
要
で
す
。

●
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

　

→
空
知
総
合
振
興
局
及
び

　
　

運
輸
支
局
で
変
更
手
続
き
を

●
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き

　

→
運
輸
支
局
で
移
転
登
録
を

●
自
動
車
を
廃
車
に
し
た
と
き

　

→
運
輸
支
局
で
抹
消
登
録
を

　

各
種
登
録
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://wwwtb.mlit.go.jp/

hokkaido/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
税
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
や
、
次
の
よ
う
な
と
き
は
、

空
知
総
合
振
興
局
納
税
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
と
き

②
や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
一

括
納
付
が
困
難
な
と
き

問
い
合
わ
せ
先

空
知
総
合
振
興
局
納
税
課

℡
０
１
２
６
・
２
０
・
０
０
５
５

　工業統計調査は我が国の工業の実態

を明らかにすることを目的とした統計

法に基づく報告義務がある重要な統計

です。

　調査結果は中小企業施策や地域振興

などの基礎資料として利活用されます。

調査時点は平成３０年６月１日です。

調査票へのご回答を

　　　お願いいたします。

経済産業省・北海道・北竜町

平成３０年
　工業統計調査を
　　　　　実施します

リ
サ
イ
ク
ル
品
を

抽
選
販
売

　

北
空
知
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
で

は
、
再
利
用
可
能
な
も
の
を
簡
易

修
繕
清
掃
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
と

し
て
抽
選
販
売
し
ま
す
。

販
売
価
格　

２
０
０
円
～

抽
選
申
込

日
時　

５
月
16
日
～
５
月
22
日

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　

北
空
知
衛
生
セ
ン
タ
ー

・
品
物
は
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
２

階
に
展
示
、
展
示
場
で
所
定
の
用

紙
に
記
入
し
て
申
込
く
だ
さ
い
。

　

(

※
郵
送
や
電
話
申
込
不
可
）

・
申
し
込
み
の
際
、
本
人
確
認
を

行
い
ま
す
。
運
転
免
許
証
や
保
険

証
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

抽
選　

５
月
23
日(

水)

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～

通
知

　

購
入
決
定
文
書
を
５
月
28
日
以

降
に
郵
送
し
ま
す
。

品
物
の
引
き
渡
し
日

６
月
３
日(

日)

午
前
９
時
～
正
午

代
金
を
支
払
い
、
各
自
で
搬
出
。

問
い
合
わ
せ
先

　

北
空
知
衛
生
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３
・
３
５
８
４

タ
カ
タ
製
エ
ア
バ
ッ
グ
の

リ
コ
ー
ル
に
つ
い
て

　

タ
カ
タ
製
エ
ア
バ
ッ
グ
の
リ
コ

ー
ル
未
改
修
車
は
、
平
成
30
年
５

月
か
ら
車
検
が
通
ら
な
く
な
り
ま

す
。
早
急
に
リ
コ
ー
ル
作
業
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
検
索

シ
ス
テ
ム
で
措
置
対
象
か
ど
う
か

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

検
索
シ
ス
テ
ム

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
a
s
p
a
.
o
r
.
j
p
/

u
s
e
r
/
m
y
c
a
r
/
a
p
p
l
i
c
a
t
i
o
n
/

recallsearch.html

）

問
い
合
わ
せ
先

国
土
交
通
省
タ
カ
タ
専
用
ダ
イ
ヤ

ル℡
０
３
・
５
５
３
９
・
０
４
５
２
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北竜町の事件・事故の発生状況（3月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数 町民が町外で
第１当事者となった
人身事故件数事務所

荒らし
倉庫
荒らし

車上
狙い

軽油
灯油盗

その他 合計

平成30年 ０ ０ ０ ０ ０ ０

平成29年 ０ ０ ２ ０ ０ ２

人 身 事 故 物 損 事 故

平成30年 ０ 平成30年 17

平成29年 ０ 平成29年 61

平成30年 ０

平成29年 ２

　

自
転
車
は
便
利
で
環
境
に
優
し

い
乗
り
物
で
す
が
、
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
無
視
し
た
乗
り
方
は
重
大

な
交
通
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
正
し
い
ル
ー
ル
で
安

全
に
自
転
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩

道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道

寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

⑤
子
供
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
携
帯
電

話
を
使
用
し
た
り
、
傘
を
さ
す
、

物
を
担
ぐ
な
ど
の
行
為
に
よ
る
片

手
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た

イ
ヤ
ホ
ン
や
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
使
用

し
て
、
周
囲
の
音
が
聞
こ
え
な
い

状
態
で
の
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

手
軽
で
も 

重
い
よ
自
転
車

そ
の
責
任

ひ
き
こ
も
り
支
援
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

旧
優
生
保
護
法
に
関
す
る

相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置

低
温(

高
温)

に
関
す
る

異
常
天
候
早
期
警
戒
情
報

　

ひ
き
こ
も
り
支
援
を
目
的
と
し

て
掲
げ
る
民
間
事
業
者
と
の
契
約

時
や
利
用
時
に
お
い
て
、
対
応
が

説
明
と
異
な
る
・
途
中
で
解
約
で

き
な
い
等
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
る

場
合
に
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ
相
談
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　
　

（
局
番
な
し
の
１
８
８
）

　

旧
優
生
保
護
法
の
も
と
で
優
生

手
術
を
受
け
た
方
々
の
相
談
窓
口

と
し
て
、
平
成
30
年
３
月
12
日
に

北
海
道
保
健
福
祉
部
子
ど
も
未
来

推
進
局
に
優
生
保
護
法
に
関
す
る

相
談
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

相
談
内
容

①
ご
本
人
等
に
関
す
る
文
書
の
有

無
の
調
査

②
ご
本
人
等
か
ら
の
文
書
開
示
請

求
に
関
す
る
申
請
の
サ
ポ
ー
ト

③
ご
本
人
等
か
ら
の
旧
制
度
に
関

す
る
各
種
相
談
な
ど

相
談
方
法

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
・

郵
送
・
面
談
（
面
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
）

℡
０
１
２
０
・
０
３
１
・
７
１
１

　

（
平
日
８
時
45
分
～
17
時
30
分
）

FAX
０
１
１
・
２
３
２
・
４
２
４
０

e
-
m
a
i
l
:
h
o
f
u
k
u
.
k
o
d
o
m
o
1
@

pref.hokkaido.lg.jp

〒
０
６
０
‐
８
５
８
８

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目

北
海
道
保
健
福
祉
部
子
ど
も
未
来

推
進
局
子
ど
も
子
育
て
支
援
課

　

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

２
週
間
先
ま
で
の
著
し
い
高
温
・

低
温
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

　

異
常
天
候
早
期
警
戒
情
報
の
発

表
日
は
、
原
則
毎
週
月
曜
日
と
木

曜
日
の
14
時
30
分
で
す
。
熱
中
症

の
予
防
な
ど
様
々
な
分
野
で
事
前

準
備
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
m
a
.
g
o
.
j
p
/
j
p
/

soukei/

まちの動き
４月１日現在（前月比）

世帯数　８３６世帯(－５)

 人口 １, ８８４人(－17)

　男　　　９０１人(－９)

　女　　　９８３人(－８)
（外国人含）

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
平
成
30
年
度
保
険
料
率
改
定

　

平
成
30
年
３
月
分
よ
り
健
康
保

険
料
率
は
１
０
．
２
５
％
（
プ
ラ

ス
０
．
０
３
％
）、
介
護
保
険
両

立
は
１
．
５
７
％（
マ
イ
ナ
ス
０
．

０
８
％
）
と
な
り
ま
す
。

■
協
会
け
ん
ぽ
の
健
診
の
ご
案
内

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で
は

年
度
内
に
１
回
、
加
入
者
の
皆
さ

ま
の
健
診
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の
予
防

と
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め

に
も
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

全
国
健
康
保
険
協
会　
　
　
　

北
海
道
支
部

℡
０
１
１
・
７
２
６
・
０
３
５
２



15 平成３０年５月号

●問い合わせ先　役場住民課介護保険係　℡３４－２１１１

　６５歳以上の方の介護保険料は、介護保険法の規定に基づき町が

３年ごとに見直しを行っており、本年度はその見直しの年にあたり

ます。平成３０年度からの介護保険料は、今後の介護サービスを利

用する方の増加や、６５歳以上の方が負担する保険料割合が引き上

げられたことなどに伴い、下記のとおりに改定されます。

　介護が必要になったときに、誰もが安心してサービスを利用でき

るよう、介護保険料は必ず納めましょう。

所得段階 対象者
平成３０年度からの保険料

年額保険料 保険料の計算

第１段階

・生活保護を受けている方
・世帯全員が町民税非課税で、老齢福祉年金の受給者

２７，０００円
基準額×

０．４５×１２世帯全員が町民税非課税で、前年の合計所得金額と課
税年金収入額の合計が８０万円以下の方

第２段階
世帯全員が町民税非課税で、前年の合計所得金額と課
税年金収入額の合計が８０万円を超え１２０万円以下
の方 ４５，０００円

基準額×

０．７５×１２

第３段階
世帯全員が町民税非課税で、前年の合計所得金額と課
税年金収入額の合計が１２０万円を超える方

第４段階
世帯の中に町民税課税対象者はいるが、本人が町民税
非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入額の合
計が８０万円以下の方

５４，０００円
基準額×

０．９×１２

第５段階
世帯の中に町民税課税対象者はいるが、本人が町民税
非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入額の合
計が８０万円を超える方

６０，０００円
基準額×

１．０×１２

第６段階
本人が町民税課税対象者で、前年の合計所得金額が
１２０万円未満の方 ７２，０００円

基準額×

１．２×１２

第７段階
本人が町民税課税対象者で、前年の合計所得金額が
１２０万円以上２００万円未満の方 ７８，０００円

基準額×

１．３×１２

第８段階
本人が町民税課税対象者で、前年の合計所得金額が
２００万円以上３００万円未満の方 ９０，０００円

基準額×

１．５×１２

第９段階
本人が町民税課税対象者で、前年の合計所得金額が
３００万円以上の方 １０２，０００円

基準額×

１．７×１２

平成２７～２９年度まで
基準額４，０００円

平成３０～３２年度まで

基準額５，０００円

平成３０年度
から 介護保険料が変わります
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日
頃
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
、

土
地
改
良
区
の
運
営
、
維
持
管
理
、

事
業
推
進
に
あ
た
り
特
段
の
御
理

解
と
御
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
の
役
員
改
選
に

よ
り
ま
し
て
、
再
度
理
事
長
職
を

拝
命
致
し
ま
し
た
。
も
と
よ
り
そ

の
器
で
も
な
く
誠
に
微
力
な
も
の

で
あ
り
ま
す
が
、
本
町
の
経
済
を

支
え
る
農
業
経
営
の
安
定
と
生
産

基
盤
の
確
立
に
役
職
員
一
丸
と
な

り
、
円
滑
か
つ
計
画
的
な
事
業
推

進
と
適
正
な
る
施
設
の
維
持
管
理
、

区
の
健
全
な
運
営
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
組
合
員
の
皆
様
並
び
に
各
関

係
機
関
団
体
の
皆
様
の
御
指
導
、

御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
衷
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
近
年
に
な
く
大
雪

で
し
た
。
山
の
積
雪
に
頼
っ
て
い

る
地
域
に
お
い
て
夏
の
用
水
量
の

確
保
は
充
分
と
思
い
ま
す
が
、
組

合
員
の
皆
様
の
特
段
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
国
の
農
業
農
村
整
備

予
算
は
平
成
29
年
度
補
正
予
算
と

平
成
30
年
度
当
初
予
算
と
合
わ
せ

て
５
，
８
０
０
億
円
が
計
上
さ
れ
、

「
戦
う
土
地
改
良
」
を
合
言
葉
に

全
国
的
な
要
請
運
動
の
成
果
が
出

た
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た

状
況
の
中
、
本
年
度
の
道
営
事
業

予
算
は
北
竜
土
地
改
良
区
全
体
と

し
て
約
19
億
円
の
予
算
配
分
を
受

け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
経
営

体
北
竜
北
、
北
竜
北
西
、
渭
の
津
、

北
竜
南
２
地
区
の
継
続
施
工
、
本

年
度
よ
り
北
竜
南
１
地
区
の
調
査

設
計
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
期
成
会
、
関
係
組
合
員
の

北竜土地改良区
ほくりゅう

北竜土地改良区
理事長 近江 博信

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
昨
年
の
土
地

改
良
法
改
正
に
引
き
続
き
、
現
在
、

土
地
改
良
区
の
組
合
員
資
格
の
在

り
方
や
事
務
の
効
率
化
な
ど
の
体

制
強
化
に
向
け
て
、
土
地
改
良
制

度
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
道
の
土
地
改
良
区
の
実
態
を
踏

ま
え
た
改
正
と
な
る
よ
う
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
31
年
度

予
算
獲
得
と
合
わ
せ
上
部
関
係
団

体
と
一
体
と
な
り
、
要
請
活
動
を

行
い
、
よ
い
成
果
を
上
げ
れ
る
様
、

努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
の

事
業
償
還
金
の
増
額
等
に
よ
り
賦

課
金
の
値
上
げ
を
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。
担
い
手
の
減
少
や
高
齢

化
、
米
政
策
の
見
直
し
等
、
農
業

を
め
ぐ
る
情
勢
は
依
然
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
経
費
の
節
減
、

積
立
金
の
効
率
的
運
用
、
中
心
経

営
体
農
地
集
積
促
進
事
業
に
取
り

組
み
、
組
合
員
の
負
担
軽
減
に
役

職
員
一
致
協
力
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
特
段
の
ご
理
解

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成
30
年

が
最
良
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

御
祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

本
年
度
予
算
を
通
常
総
会
で
可
決

予
算
総
額
６
１
７
，
７
０
２
千
円

10
ア
ー
ル
当
賦
課
金
８
，
１
０
０
円

役
員
の
改
選
に
つ
い
て

　

当
区
の
役
員
改
選
に
よ
り
平
成

30
年
２
月
24
日
付
を
も
ち
新
役
員

に
就
任
致
し
ま
し
た
。

　

皆
様
各
位
の
格
別
な
る
ご
指

導
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
極
め

て
多
難
な
時
期
に
直
面
し
て
い
る

中
で
、
農
業
情
勢
に
対
応
す
る
土

地
改
良
区
の
健
全
な
運
営
と
事
業

推
進
の
た
め
、
最
善
の
努
力
を
役

員
一
同
傾
注
致
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

理
事
長　
　
　

近
江 

博
信

理
事
長
代
理　

川
上 

健
康

理
事　
　
　
　

谷
本 

徹

理
事　
　
　
　

川
島 

直
美

理
事　
　
　
　

髙
橋 

康
詞 

新
任

理
事　
　
　
　

藤
井 

明
紀 

新
任

理
事　
　
　
　

後
藤 

敦 　

新
任

総
括
監
事　
　

深
瀬 

純
一

監
事　
　
　
　

岩
倉 

祥
隆 

新
任
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平
成
30
年
３
月
29
日
、
札
幌
市

に
お
い
て
土
地
改
良
事
業
功
労
表

彰
式
が
開
催
さ
れ
、
永
年
の
土
地

改
良
事
業
へ
の
推
進
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
を
讃
え
、
西
野
利
幸
氏
、

河
野
朗
氏
の
二
名
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
、
今

後
に
お
い
て
も
ご
活
躍
さ
れ
ま
す

こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

前
理
事
長
代
理　

西
野 

利
幸 

氏

前
総
括
監
事　
　

河
野 

朗　

 

氏

前
役
員　
　
　
　

渡
辺 

隆　

 

氏

　

以
上
の
方
々
が
区
の
執
行
・
議

決
機
関
と
し
て
、西
野
利
幸
氏
は
、

総
代
３
期
、
理
事
３
期
の
通
算
24

年
、
河
野
朗
氏
は
、
監
事
４
期
、

渡
辺
隆
氏
は
、
総
代
２
期
、
理
事

２
期
の
通
算
16
年
の
永
き
に
亘
り

区
の
運
営
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
功

績
を
讃
え
、
土
地
改
良
区
表
彰
規

程
に
基
づ
き
３
月
23
日
通
常
総
会

の
席
上
で
、
近
江
理
事
長
よ
り
表

彰
並
び
に
記
念
品
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

美
葉
牛

　
　

組
合
長　

道
下 

浩 　

 

氏

　
　

支
線
長　

森
島 

朝
夫  

氏

　
　

支
線
長　

永
井　

稔　

 

氏

　
　

支
線
長　

三
上 

公
昌　

氏

岩
村

　
　

組
合
長　

浅
野 

義
春　

氏

　
　

支
線
長　

岩
本 

稔　
　

氏

　
　

支
線
長　

竹
林 

義
晃　

氏

　
　

支
線
長　

川
東 
公
治　

氏

碧
水

　
　

組
合
長　

中
村 

尚
一　

氏

　
　

支
線
長　

江
田　

正 　

氏

　
　

支
線
長　

西
山 

孝
則　

氏

　
　

支
線
長　

四
辻 

政
美　

氏

古
作

　
　

組
合
長　

前
田 

規
文  

氏

　
　

支
線
長　

川
島 

史
伸  

氏

板
谷

　
　

組
合
長　

松
田 

力 　

 

氏

　
　

支
線
長　

黄
倉 

正
泰  

氏

　
　

支
線
長　

加
藤 

重
光  

氏

　
　

支
線
長　

大
島 

浩
一  

氏

　
　

支
線
長　

高
田 

学　

  

氏

西
川

　
　

組
合
長　

岸
本 

博
貴  

氏

　
　

支
線
長　

藤
井 

啓
二  

氏

和
　
　

組
合
長　

斎
藤 

克
司  

氏

　
　

支
線
長　

高
石 

和
彦  

氏

　
　

支
線
長　

小
野 

嵩　

  

氏

三
谷

　
　

組
合
長　

髙
田 

昌
幸  

氏

　
　

支
線
長　

村
上 

光
浩  

氏

　
　

支
線
長　

杉
本 

克
裕  

氏

　
　

支
線
長　

高
田 

秋
光  

氏

恵
竜

　
　

組
合
長　

杉
本 

徳
夫  

氏

　
　

支
線
長　

堂
前 

諭
弥  

氏

　
　

支
線
長　

深
瀬 

友
博  

氏 

　
　

支
線
長　

安
達 

明
広  

氏

渭
の
津

　
　

組
合
長　

小
川 

達
也  

氏

　
　

支
線
長　

宮
脇 

純　

  

氏

　
　

支
線
長　

田
岡 

隼
人  

氏

　
　

支
線
長　

宮
崎 

清
人  

氏

土
地
改
良
事
業
功
労
表
彰

北
竜
土
地
改
良
区

功
労
表
彰
に
つ
い
て

北
竜
土
地
改
良
区
用
排
水
組
合

改
選
に
よ
る
組
合
長
、
支
線
長

の
変
更
に
つ
い
て

道営土地改良事業について
　道営農地整備事業　経営体育成型(継続地区)

地区名 工期 平成30年度事業費 事業費総額

北竜北 平成23～31年度 585,000千円 3,464,000千円
北竜北西 平成24～31年度 512,680千円 2,209,000千円

渭の津 平成24～31年度 231,000千円 1,431,000千円

北竜南2 平成27～35年度 409,000千円 3,092,000千円

北竜南1（予定） 平成30～38年度 150,000千円 3,300,000千円

西野 利幸　氏河野 朗　氏

渡辺 隆　氏
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　本年度の通常総会が去る３月２３日公民館大ホールにおいて開催され、議長に前田規文氏、

議事録記名人に川本和幸氏、志部谷信治氏をそれぞれ選任して別掲のとおり全議案が可決

されました。

平成３０年度通常総会で収入支出予算などを可決

議案 件名 内容 結果

第１号 北竜土地改良区 定款
の一部変更について

定款の関係条文を一部変更するもの。 原案
可決

第２号 北竜土地改良区 規約
の一部変更について

規約の関係条文を一部変更するもの。 同

第３号
平成29年度会計 収入
支出第２回補正予算
について

既定補正予算額より５，１５６千円を減額し、第２回補正予算額を５５３，８９１千円
とするもの。 同

第４号 平成30年度 事業計画
について

平成30年度の事業計画を説明するもの。 同

第５号 土地改良財産の処分
並びに交換について 同

第６号
北竜土地改良区 会計
細則の一部変更につ
いて

複式簿記会計導入にあたり、会計細則の関係条文を一部変更するもの。
同

第７号 道営土地改良事業分
担金納入について 同

第８号
道営土地改良事業 調
査計画に伴う分担金
納入について

同

第９号 平成30年度 農林漁業
資金借入について

土地改良事業費の一部を日本政策金融公庫より借入するもの。
本年度借入額　　　２４０，０００千円 同

第10号
平成30年度 土地改良
負担金償還平準化資
金の借入について

同

第11号
中心経営体農地集積
促進事業（通年施行）
の実施について

同

第12号 平成30年度 積立金の
会計繰入について 同

所在 現況地目 面積（㎡） 単位
（㎡当り／円）

譲渡先 摘要

雨竜郡雨竜町字
渭の津130番地186の内 用悪水路 169 58 鈴木正則 有償

所在 地目 面積（㎡） 譲受先 摘要

雨竜郡北竜町字
碧水69番地8の内 田 62.42 出口宜伸 無償

所在 地目 面積（㎡） 譲渡先 摘要

雨竜郡北竜町字
碧水512番地2の内 用悪水路 62.69 出口宜伸 無償

１．道営土地改良事業　渭の津地区において次の土地改良用地を処分する。

２．道営土地改良事業　北竜北地区において次の土地改良用地を交換する。

◇譲受

◇譲渡

事業名 道営土地改良事業

地区名 北竜南１

負担予定額 道営事業費の１２．５％

納入期限 北海道が指定する期日とする

事業名 農村地域防災減災事業(ため池整備)

地区名 北竜三の沢地区

負担予定額 道営事業費の５０％

納入期限 北海道が指定する期日とする

事業名(地区名) 道営土地改良事業(北竜北、北竜北西、渭の津、北竜南２)

補　助　率 道営事業費の５５％

地区名 借入額 利率
雨竜川中央北竜 58,860,000 無利子

積立金の種類 金額 付記
中心経営体農地集積促進事業積立金繰入金 499,000 事業費充当の為

次ページへ続く
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議案 件名 内容 結果

第13号

平成30年度 賦課金の
徴収率及び徴収額並
びに時期方法につい
て

賦課基準日　５月１日
◇経常賦課金　　　　　　　　　　
　・維持管理　10ａ当り　甲地区　8,100円
                        Ａ地区　　850円

　・維持管理（北竜北地区、北竜北西地区、北竜南２地区）
　　（中心経営体農地集積促進事業）      10ａ当り  甲地区　27,450円
　　北竜北地区、北竜北西地区、北竜南２地区　61,000円（45％）　※２期分で徴収　
　
　　徴収率　　第一期 ３０％　　第二期　７０％

　　徴収時期　第一期 納入通知 　６月１５日　  第一期 納入通知 　　７月３１日
　　　　　　　第二期 納入通知 　６月１５日　  第二期 納入通知   １１月１５日

　　徴収方法　　　組勘、普通預金、現金にて徴収する。

◇特別賦課金　　地区ごとに事業費割、地積割で賦課する。
　　徴収時期　納入通知　６月１５日　　　納入期限　１１月１５日
　　徴収方法　組勘、普通預金、現金にて徴収する。　

原案
可決

第14号 平成30年度 加入金の
徴収について

　10ａ当り　　20,000円
　徴収期日　納入通知書に記載された期日とする。

同

第15号 平成30年度 決済金の
徴収について

　10ａ当り　　甲地区　　104,580円
　　　　　　 Ａ地区　　　　850円
　徴収期日　納入通知書に記載された期日とする。

同

第16号 平成30年度 役員報酬
の決定について

平成３０年度　役員報酬の決定をするもの。
同

第17号
平成30年度 一時借入
金　借入先最高限度
額の決定について

運営並びに事業経理資金として、一時借入金、借入先、最高限度額を決定するもの。
　　　きたそらち農業協同組合北竜支所　外２金融機関
　　　最高限度額　　　８０，０００千円

同

第18号 平成30年度会計 収入
支出予算について

平成３０年度の会計予算額を６１７，７０２千円とするもの。 同

北竜土地改良区機構図
平成３０年４月１日現在  
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科目 予算額 比率 農林漁業資金 一般賦課金 10a当 特別賦課金 その他

運
営
費

一般管理費 68,173,000 11.0% 67,973,000 2,663 200,000
雇用保険他

営造物管理費 44,667,000 7.2% 44,167,000 1,730 500,000 排水町負担分

選挙費 1,000 1,000 0

諸税及負担金 17,674,000 2.8% 3,473,000 136 14,201,000 町負担分

繰出金 27,031,000 4.4% 25,527,000 1,000
419,000
390,000
695,000

利子収入
中心経営体繰入
職員貸付金収入

諸支出金 1,630,000 0.3% 1,630,000 64

事業推進費 50,000 0.1% 50,000 2

小計 159,226,000 25.8% 142,821,000 5,595 16,405,000

事
業
費

適正化事業費 2,000 0.1% 2,000 0

調査設計費 300,000 0.1% 300,000 12

基幹水利施設管
理事業費

5,755,000 0.9% 5,755,000 受託金

災害復旧事業費 1,000 1,000

補償工事費 1,000 1,000

小規模土地改良
事業費

1,000 1,000

土地利用調整推
進事業費

500,000 0.1% 225,000 9 275,000 補助金

中心経営体農地
集積促進事業

15,354,000 2.5% 6,910,000 270 8,444,000 補助金他

非補助事業費 1,000 1,000

調査設計等受託
費

2,100,000 0.3% 2,100,000 受託金

国営造成管理受
託事業費

714,000 0.1% △11,086,000 △434 11,800,000 補助金他

国営造成施設管
理工事費

1,000 1,000

農業水利施設保
全事業

1,000 1,000

管理省力化施設
整備事業

1,000 1,000

道営事業分担金 240,000,000 38.8% 240,000,000 

償還金 115,700,000 18.7% 72,888,000 2,855 12,536,000 30,276,000 平準化・担い手支援

償還平準化資金
元金

33,770,000 5.5% 33,770,000 平準化借入金

繰上償還金 8,410,000 1.4%
5,000,000
3,410,000

任意繰上償還金
経営安定緊急支援

水田畑作支援資
金償還金

20,128,000 3.2% 14,368,000 563 5,760,000 

予備費 15,736,000 2.5% 15,736,000 616

小計 458,476,000 74.2% 240,000,000 99,350,000 3,891 18,296,000 100,830,000

合計 617,702,000 100.0% 240,000,000 242,171,000 9,486 18,296,000 117,235,000

平成30年度　財源調書

科目 予算額 10a当 附記

経常賦課金 210,835,000 8,259 促進費分含

使用料 900,000

 31,336,000
助成金 376,000

前年度繰越金 30,000,000

諸収入外 60,000

合計 242,171,000 9,486

1,227 
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届け出をお願いします！

子供たちを水難事故から守ろう！

水路等にごみを捨てないで！

組合員の資格に変更があった場合 農地を転用する場合

・組合員の死亡により、農地を相続した場合

・住所や組合員名を変更する場合

・農地の売買、贈与、交換等で名義変更があった場合

・農業者年金を受けるため経営移譲した場合

・農地を宅地等の農地以外に転用する場合

・農地が道路等の公共工事で買収された場合

　農業委員会、農協、役場で手続きを行っても、

　土地改良区に届け出がなければ台帳等の修正は行われませんのでご注意ください。

　各種届出様式は土地改良区で準備しておりますので印鑑等をご持参の上、手続きをお願いします。

農地を転用する場合、決済金がかかります

●農地転用申請と決済金の納付がない限り、土地改良区の土地台帳から賦課面積を削除できませんので、

毎年そのまま賦課金がかかります。

●水田を宅地等に変更する場合、本土地改良区の意見書が必要ですが、交付されるまで現地調査等の事務

手続きに一週間前後の日数を頂きますので余裕を持って申請してください。

●公共道路の転用申請の場合、事業主体との説明会・用地買収・ 契約調印の際は、転用申請、転用決済

金等の問題も十分協議し、必ず土地改良区へ申請するようにお願いします。

　今年も通水時期に入り、用排水路に一斉に水が入り満

水状態になります。当区としても事故防止に万全を期し、

色々な啓蒙活動を展開しておりますが、町民の皆様の御

協力や注意が無ければ事故を防ぐことが出来ません。そ

こで保護者の皆様にお願いします。ダム、頭首工、用排

水路などの危険な場所には子供さん達を絶対に近づけな

い様、事故防止啓発方宜しくお願いします。

　用水路等にビニール、汚物等｢ゴミ｣を投げ込まれます

と、通水に支障をきたすだけでなく下流の方に大変迷惑

をかけると共にサイフォンの呑口でスクリーンに集中し

ますと、水路があふれ農作物被害、あるいは崩壊による

災害の恐れもございますので、絶対に投げ込まないよう

御協力宜しくお願いします。
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雨竜・北竜各道の駅売店で５００円以上のお買い物をしてラ
リーに応募しましょう。
抽選で両駅の特産品ＳＥＴをＧＥＴ！

【サンフラワーパーク北竜温泉　℡３４－３３２１】

 ４月２８日～５月６日  
　　第１８回お買い物ラリー　開催

 ５月３日～５日  
　　ちびっこ入浴無料デー　開催

 ５月１３日　母の日感謝デー

　子供入浴料通常２５０円が３日間無料！（小学生まで）
おじいちゃん・おばあちゃん、お孫さんを誘ってくつろぎませんか

　女性入浴者先着２００名様に粗品をプレゼント。

　北竜町では「太陽を味方に付けたまち」として、住宅に太陽光発電システム
を設置する場合、その費用の一部を助成する制度があります。

○補助金額
・１ｋｗ当たり７万円（上限２１万円）

○申込方法
　交付要綱（建設課にあります。町のホームページでも
入手できます）をご覧になり、必要書類を役場建設課に提出願います。

○申込期間（平成３０年度）
　平成３０年５月１日から１２月２０日まで

※町のホームページで、町内での過去の発電実績を公表していますので是非ご覧ください。

問い合わせ先：建設課建築住宅係　℡３４－２１１１

北竜町住宅用
太陽光発電システム設置補助金の
平成３０年度分の受付を開始します
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国民年金は、まず届け出から！
日本に住む２０歳から６０歳の人は全員加入

節目、節目の届出を忘れずに！

●問い合わせ先　住民課戸籍年金係　℡３４－２１１１

■ 団地名　　　みどり団地

■ 所在地　　　北竜町字碧水１５番地２

■ 構造　　　　木造平屋建

■ 募集戸数　　１戸

■ 住宅面積　　５２．１７㎡（約１６坪）～１ＬＤＫ

■ 月額家賃　　１６，５００円～（所得により変わります）

■ 敷金　　　　家賃の３ヵ月分

■ 入居資格　　①現に住宅に困窮している者

　　　　　　　 ②単身世帯（６５歳以上）

　　　　　　　 ③身体、精神、知的などの障がい者等

　　　　　　　 ④政令で定める収入基準の者

■ 受付期間　　平成３０年５月１８日（金）まで

■ 申込場所　　役場建設課建築住宅係

■ 住宅設備　　電気温水器設置済、蓄熱式暖房機設置済、電気コンロ設置済

みどり団地

※不明な点や詳しいことは役場建設課建築住宅係まで

　お問い合わせ下さい。　（℡：３４－２１１１）
入居者募集
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北竜町立診療所

午後休診日のお知らせ
　５月９日(水)は、午後３時より浦本先生が深川市において介護認定

審査会に出席のため、午後より休診となります。午前中は診察を行っ

ています。

　

よ
う
や
く
雪
も
解
け
、
春
ら
し

い
暖
か
さ
の
訪
れ
で
す
。

　

よ
く
診
察
室
で
、
高
齢
の
患
者

さ
ん
と
こ
ん
な
会
話
を
し
ま
す
。

「
そ
ろ
そ
ろ
同
世
代
の
方
は
少
な

く
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

「
そ
う
よ
先
生
、
同
級
生
は
半
分

も
い
な
い
わ
」

「
お
友
達
が
皆
あ
っ
ち
だ
と
、
こ

の
世
界
と
オ
サ
ラ
バ
も
怖
く
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
？
」

「
そ
う
、
赤
信
号
み
ん
な
で
渡
れ

ば
怖
く
な
い
よ
。
い
つ
逝
っ
て
も

い
い
よ
」

皆
さ
ん
、
似
た
よ
う
な
会
話
に
な

り
ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
、
終
活
の
一
環
と
し

て
人
生
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
迎
え

方
や
気
持
ち
の
持
ち
方
に
つ
い
て

患
者
さ
ん
と
話
し
合
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
て
始
ま
る
の
と
同
じ
く
、

終
わ
り
が
来
る
の
だ
か
ら
、
恐
怖

心
か
ら
来
る
心
配
や
不
安
は
残
り

の
人
生
に
暗
雲
を
も
た
ら
す
だ
け

だ
ね
と
い
う
結
論
に
達
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
当
に
煩
悩
を
捨
て

去
り
、
完
全
に
死
の
恐
怖
を
消
し

去
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
そ
れ
は

そ
れ
で
問
題
が
発
生
し
ま
す
。

　

僕
は
若
造
の
癖
に
い
っ
ぱ
し
の

大
き
な
病
気
を
経
験
し
ま
し
た
。

ひ
と
段
落
し
た
と
き
に
、
覚
悟
に

つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

普
段
、
高
齢
の
患
者
さ
ん
に
、

「
ジ
タ
バ
タ
す
る
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
、

そ
ろ
そ
ろ
覚
悟
を
決
め
て
お
く
ん

だ
な
」
的
な
こ
と
を
し
ゃ
べ
っ
て

い
ま
し
た
の
で
、
自
分
も
覚
悟
の

ひ
と
つ
や
ふ
た
つ
は
決
め
て
お
か

な
い
と
示
し
が
つ
か
な
い
な
、
と

の
発
想
で
覚
悟
決
め
に
取
り
掛
か

り
ま
し
た
。

　

ま
あ
一
番
の
心
残
り
と
言
え
ば

子
供
で
す
か
ね
。
下
の
娘
は
今
年

か
ら
中
学
生
で
す
。
一
年
前
の
こ

の
時
期
な
ら
覚
悟
は
持
て
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
下
の

娘
と
は
休
み
の
日
に
は
い
つ
も
一

緒
に
行
動
し
、
遊
び
か
ら
買
い
物

か
ら
お
風
呂
ま
で
一
緒
で
し
た
。

ま
だ
親
離
れ
も
子
離
れ
も
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
昨
年
夏
ご

ろ
か
ら
娘
が
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ

な
く
な
り
お
風
呂
も
別
に
な
り
ま

し
た
。
親
離
れ
で
す
。
こ
れ
か
ら

俺
は
だ
れ
と
遊
べ
ば
い
い
ん
だ
～

と
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

泣
く
泣
く
現
実
を
受
け
入
れ
、

こ
ち
ら
も
子
離
れ
を
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
社
会
的
に
は
一
人
前
に
育

て
上
げ
て
い
ま
せ
ん
が
、
生
物
学

的
に
は
子
育
て
は
終
了
で
す
。
下

の
子
と
の
親
離
れ
を
経
験
し
た
事

で
、「
い
ざ
と
い
う
時
（
本
当
に

い
ざ
っ
て
時
だ
け
だ
よ
）
は
神
様
、

僕
を
連
れ
て
行
っ
て
も
結
構
で

す
」
と
覚
悟
を
持
て
ま
し
た
。

　

お
っ
、
俺
す
ご
い
じ
ゃ
ん
、
覚

悟
持
て
た
じ
ゃ
ん
、
煩
悩
振
り
払

っ
た
じ
ゃ
ん
。
や
る
じ
ゃ
ん
。

（
仕
事
と
か
患
者
の
事
は
あ
ま
り

気
に
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
質

問
に
は
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
）

　

で
も
そ
う
思
っ
た
瞬
間
に
、
心

の
中
に
大
き
な
真
っ
黒
い
穴
が
ぽ

っ
か
り
と
開
き
ま
し
た
。
そ
し
て

急
に
寂
し
く
心
細
く
な
り
ま
し
た
。

死
を
覚
悟
す
る
と
は
こ
の
世
と
の

未
練
が
無
く
な
る
こ
と
で
あ
り
、

い
つ
死
ん
で
も
良
い
と
い
う
事
で

あ
り
、
つ
ま
り
は
生
き
る
意
欲
が

無
く
な
る
っ
て
事
に
も
つ
な
が
る

ん
で
す
ね
。
何
事
も
や
り
す
ぎ
は

い
け
ま
せ
ん
ね
。
覚
悟
も
程
々
が

肝
心
で
す
ね
。

　

高
齢
者
諸
君
、
ジ
タ
バ
タ
は
遠

慮
し
て
ほ
し
い
で
す
が
、
ア
レ
食

べ
た
い
と
か
コ
レ
し
た
い
と
か
、

も
ち
っ
と
生
き
た
い
と
か
は
思
っ

て
も
ら
っ
て
結
構
で
す
。

診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２３７

ハーフ覚悟の勧め
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北竜町教育委員会

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

5/2 （水）子どもの日の集い 和保育所 10:00～

5/6 （日）北竜町PG協会会長杯大会 ひまわりPG場  8:15～

5/11 （金）真竜小学校遠足 町内  9:00～

5/13 （日）
北竜町NPOひまわりPG大会 ひまわりPG場  8:15～

アスリート塾  9:30～

5/15 （火）ジュニア体験農園 真竜小学校  9:00～

5/17 （木）北竜町開拓記念式並びに
功労者表彰式

開拓記念碑前・老
人福祉センター

 9:30～

5/18 （金）ひまわり大学入学式 公民館 10:00～

5/19 （土）春のフットパス 金比羅公園  8:30～

5/20 （日）サンフラワーパーク
北竜温泉PG杯大会

ひまわりPG場  8:15～

5/25 （金）
北竜中学校校内陸上記録会 北竜中学校  8:40～

和保育所 春の遠足 和公園 10:00～

5/26 （土）こどもと高齢者のふれあい
事業[開講式・農園種まき]

ふれあい農園  9:30～

5/27 （日）北竜町長杯PG大会 ひまわりPG場  8:15～

生涯学習カレンダー

子どもと高齢者のふれあい事業の実施

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間
5月7・14・21・28・30日／6月4日（毎週月曜日）

　火～土曜日 9:00～18:00 日曜日 9:00～17:00

図書館から新刊のお知らせ
　・祈りのカルテ　　　　　 　　　　　知念　実希人

　・永遠のおでかけ　　　　   　　　　益田　ミリ

　　　他多数の図書が入りましたのでお知らせします。

　３月３日に今年度最後となる、子どもと高齢者の

ふれあい事業「元気に外で雪遊び」が児童１９名参

加のもと、開催されました。

　外遊びでは、改善センター横に高く積もった雪山

を利用して作った２本の直線コースを、子ども達は

タイヤチューブに乗り込み、スピード感溢れる滑り

を堪能しました。

　その後、みんなでかまくら体験をしたり、雪積み

競争などのレクリエーションも楽しみました。

外遊び終了後には、公民館講堂にて閉講式を行い、

今年度のふれあい事業にたくさん参加してくれた代

表児童に本多教育長より皆勤賞が授与されました。

　また、１年間お世話になったふれあい推進委員さ

んへ、児童を代表して５年生の齋藤稜太くんより感

謝の言葉が述べられました。

　閉講式終了後には、女性推進委員さんが作ってく

れたおにぎりと豚汁をお腹いっぱい食べて、最後の

ふれあい事業は盛会のうちに終了となりました。

ひまわり大学卒業式・謝恩会の実施

　３月１５日にひまわり大学の卒業式・謝恩会を実

施しました。

　今年度は５７名の学生が入学、そのうち各講座の

半数以上に出席した４９名の学生が卒業となり、１

１名の学生が皆勤賞を受賞しました。　

　卒業式後の謝恩会では、大正琴クラブによる４曲

の演奏やカラオケクラブによる歌声と、カラオケに

合わせたダンスの披露等、クラブ加入者はクラブ活

動での練習の成果を発揮し、会場は大いに盛り上が

りました。

生きがいセミナー「カラオケ教室」の実施

　２月２３日・３月１日・８日の３日間に渡り、岩

見沢市より、にちおん歌謡学院　河岸利喜雄氏を講

師に迎え、４曲の課題曲について指導していただき

ました。

　教室では、ＣＤの歌声に合わせて歌ったり、各曲

の歌手の歌い方の特徴を掴み、同じように歌ってみ

るという方法を取るなど、カラオケの基礎を重点的

に学びました。参加者は、男性が女性の曲を、女性

が男性の曲を歌うなど、普段あまり歌う機会の少な

い曲に果敢にチャレンジをし、参加者にとって、と

ても充実した教室となりました。
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皆様お気軽に町長室にお越し下さい。

５月の町長室開放デーは、２８日（月）です。

午前１０：００から１２：００まで　　午後２：００から４：００まで

佐野町長とのふれあいプロジェクト

　

４
月
１
日
付
け
で
北
竜
消
防

団
幹
部
が
新
体
制
と
な
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
団
本
部

　

団　

長　
　

加
藤　

宰

　

副
団
長　
　

中
村
尚
一

　

分
団
長　
　

中
山
成
幸
【
新
】

○
第
1
分
団

　

分
団
長　
　

續
木
裕
己

　

副
分
団
長　

藤
井
明
紀

　

部
長　
　
　

五
十
嵐
雅
弘

　

〃　
　
　
　

髙
橋
孝
行

　

班
長　
　
　

佐
藤
綾
人

　

〃　
　
　
　

吉
田　

巧

　

〃　
　
　
　

沖
野　

学

　

〃　
　
　
　

松
本
和
宏

○
第
２
分
団

　

分
団
長　
　

鵜
飼
孝
志
【
新
】

　

副
分
団
長　

川
島
史
伸
【
新
】

　

部
長　
　
　

平
林
和
美
【
新
】

　

〃　
　
　
　

山
本
光
也
【
新
】

　

班
長　
　
　

北
清
直
人

　

〃　
　
　
　

岩
倉
祥
隆

　

〃　
　
　
　

加
葉
田
研
【
新
】

　

〃　
　
　
　

干
場　

守
【
新
】

平
成
30
年
度

　
　
北
竜
消
防
団
新
体
制

 畜犬登録と
　　 狂犬病予防注射

　生後９１日以上の犬を所有されている方は、畜犬登録が必要です。また、狂犬病予防注射を毎

年１回受けなければなりません。町では、本年度も下表のとおり狂犬病予防注射の集合接種を実

施しますので、最寄りの会場で予防注射をお受けください。

　なお未登録の犬を所有されている方は、住民課窓口で事前に登録申請するか、予防注射の会場

で申し出てください。

※死亡した犬がいる場合についてもご連絡ください。

月日 時間 場所

5月
15日
（火）
午前

9:00～9:15 美葉牛研修センター前

9:25～9:40 岩村コミセン前

9:45～9:50 碧水コミセン前

9:55～10:05 古作会館前

10:30～10:40 塩見建設（株）横

10:45～10:55 西川コミセン前

11:00～11:05 澤田隆司宅前

11:15～11:20 西山治男宅前

11:30～11:45 板谷コミセン前

月日 時間 場所

5月
15日
（火）
午後

13:10～13:15 宮井敏光宅前

13:20～13:30 川瀬崇宅前

13:35～13:45 老人憩いの家前

13:50～14:00 和コミセン前

14:10～14:15 田中扶宅前

14:20～14:30 三谷コミセン前

14:35～14:55 旧瑞穂会館前

15:05～15:20 法光寺前

15:25～15:45 農村環境改善センター前

■登録料　１頭　３，０００円

問い合わせ先：住民課町民生活係　℡３４－２１１１

■予防注射料（注射済票含む）１頭　３，１１０円
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三
枝
の
礼
学
び
緊
張
新
社
員
　   

　
　
　
　
山
本
玲
子

多
羅
の
芽
や
男
の
子
泣
く
な
と
育
て
う
れ 

　
阿
部
れ
い
子

春
光
や
駅
長
犬
や
こ
こ
も
過
疎 

　 

　 

　
　
吉
尾
広
子

か
た
こ
と
の
児
の
絵
手
紙
や
木
の
根
明
く 

　
山
岸
正
俊

後
絶
た
ぬ
離
農
尻
目
の
雪
解
川 

　
　  

　
　
山
下
好
晴

独
り
居
に
梅
一
輪
の
便
り
待
ち
　
　
　 

　
　
佐
光
久
美
子

役
一
つ
終
え
て
道
往
く
春
霞
　
　
　 

　
　
　
杉
本
隆
文

テ
レ
ビ
か
ら
桜
の
便
り
こ
こ
ち
良
し
　
　 

　
高
田
紀
子

父　

佐
々
木　

進
一　

 

さ
ん

母　
　
　

  　

あ
ゆ
み 

さ
ん

父　

小
菅　

貴
裕　

 

さ
ん

母　
　
　

  

和
恵　

 
さ
ん

最
近
、
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ワ
ン
ワ
ン
の
絵
本
が
お
気
に
入
り
で

す
♡

我
が
家
の
癒
し
の
ア
イ
ド
ル
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
姉
ち
ゃ
ん
、
お
兄
ち
ゃ

ん
た
ち
と
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
！

        　
　

い
ち
の
す
け

佐
々
木 

一
之
助 

く
ん

平
成
29
年
４
月
21
日
生
ま
れ

         

あ
い
る

小
菅 

藍
留 

ち
ゃ
ん

平
成
29
年
４
月
25
日
生
ま
れ

生
前
の
お
礼
と
し
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

 

岩
見
沢
市　

久
田　

清
臣  

様

　

 

板
谷　
　
　

大
路　

吉
久  

様

寄
付

  

永
楽
園
へ

　

 

板
谷　
　
　

大
路　

吉
久  

様

　

 

本
町　
　
　

石
井　

隆 　

 

様

　

 

三
谷　
　
　

川
上　

慎
二  

様

■
お
誕
生
お
め
で
と
う

三
谷   

髙
田 

竜
誠 

く
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
４
月
１
日
）

　
　
　

 

昌
幸
さ
ん
・
さ
や
か
さ
ん

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

和
町　

 

大
路 

た
け 

氏　

 

96
歳

　
　
　

 　
　
　
　
　

 

（
３
月
25
日
）

り
ゅ
う
せ
い
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きよはら　ゆみか

清原 侑美華 ちゃん

看護師

 あらい はるた

新井 晴太 くん

お医者さん

 たにもと りゅう

谷本 龍 くん

日ハムの選手

よしだ  みお

吉田 実央 ちゃん

ピアノを弾きたい

 ふじい  さくや

藤井 咲弥 くん

警察官

ふじわら ゆうま

藤原 優真 くん

宇宙飛行士
（ロケットに乗りたい)

ふじい せいや

藤井 星弥 くん

怪盗せいや

  おきの ひかる

沖野 光 くん

ヒーロー

ぼくたちわたしたち将来の夢
和保育所のひまわり組の１２名に将来の夢をインタビュー

つかもと みずほ

塚本 瑞穂 ちゃん

ケーキ屋さん

  なかのわたり りおん

中野渡 鈴音 ちゃん

ママ

 かとう さき

加藤 咲 ちゃん

アイドル

 あべ  さつき

阿部 咲月 ちゃん

ドーナツ屋さん


